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課 題 指 導 の 手 だ て

全学年の共通課題

○自然に関する事象に興 ・授業の導入部で生徒の興味、関心を引き出すような身近なことに

味・関心を持ち、自ら 関連付けた話や実験を行うようにする。多くの生徒が実験、観察

学ぼうとする意欲を高 が好きなので、できるかぎり直接的な実験や観察を行うようにす

める。 る。

○どうしてそうなるのか ・繰り返し復習することで知識の定着を図ると共に、身近な事象に、

どうすればよいかとい 関連付けて、どうしてそうなるのか発問し、考えられるようにす

う科学的思考を高める る。物事を順序だてて考え発表できる場を多くつくる。。

学年毎の課題 学 年 実 態 指 導 の 手 だ て

意欲的に授業 ・基本的な知識の定着ができるよう授業の始めの部１ 年

を受け、手先 分で必ず復習の時間を取るようにする。

が器用で実験 ・どの部分が大事なポイントかを分かるように板書

観察をスムー し、そのポイントを家庭学習で復習してくるよう

ズにできる。 に習慣化する。

学習内容の定 ・自然環境を生かした観察を取り入れ、八丈島の自

着を図りたい 然をより理解できるようにする。。

興味・関心を ・授業の中ででトピックス的な話をしたり、日常的２ 年

持って授業を なことと結びつけて説明したりして、より生徒の

受けている。 関心、意欲を高めるようにする。

現象に対して ・単元復習テストなどの小テストや宿題などを利用

理論的な考え し反復練習を増やしていく。

方が身につく ・夏休みの自由研究で八丈島の自然に目を向けさせ

ようにしたい ると共に自分で考え発表する力を伸ばす。。

真剣に取り組 ・何度も繰り返し復習したり問題を解いたりするこ３ 年

む姿勢がある とで知識の定着、理解力を深める。

が、積極的な ・積極的な発言を促すようにする。

発言が少ない ・実験、観察をできるだけ行い、興味、関心を持っ。

３年間の知識 て、積極的に授業に取り組めるようにする。

の定着を図り ・１年時、２年時の内容が定着するような夏休みの

たい。 宿題を出し、休み明けに確認テストを行う。
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